
セーフコミュニティニュース 第17号月 刊
～世界の安全は“みのわ”から～

2010年（平成22年）5月1日創刊　毎月1日発行　発行元 総務課　セーフコミュニティ推進室

　町では、安全・安心な地域づくりに取り組む自治体に与えられる「セーフコミュニティ」の認証取得を平成２１年１２月に宣
言して以降、様々なセーフコミュニティ活動に取り組んできました。各対策委員会の活動も本格的に進められる中、このほ
どセーフコミュニティ推進協議会主催による「箕輪町セーフコミュニティフォーラム２０１１」が開催されました。
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セーフコミュニティフォーラム2011を開催セーフコミュニティフォーラム2011を開催

来場者の声
（来場者アンケートから）

箕輪町防災講演会箕輪町防災講演会

★申込みは先着順です。参加を希望される方は9月8日までに
　総務課まで電話、ＦＡＸ、電子メールでお申込みください。

東日本大震災から釡石の小中学生を救った片田先生が箕輪町に来ます！
東日本大震災の教訓から、災害から身を守るためには、常日頃から災害に備えることが大切です。
そこで、町では町民の皆さんの防災意識向上を目指し、防災講演会を開催します。

想定外を生き抜く力
～大津波から生き抜いた釡石市の児童・生徒の主体的行動に学ぶ～

総務課　☎79-3111(内線102)　FAX 79-0230

がんばろう
日　本！

日 時
会 場

講 師

申込み・問合せ先

演 題

9月15日（木）　午後6時～午後8時（開場：午後5時30分）
箕輪町文化センター　ホール

片田　敏孝 氏 群馬大学広域首都圏防災研究センター長
群馬大学大学院工学研究科　教授

入場
無料

主催：箕輪町・箕輪町セーフコミュニティ推進協議会　共催：箕輪町教育委員会
岩手県釡石市の防災危機管理アドバイザーとして市内
の小中学校等で津波避難についてご指導され、今回の
大震災では登校していた約3,000人の小中学生ほぼ全
員が無事に避難できたことから「釡石の奇跡」と称され、
ＮＨＫをはじめ多くのテレビに出演されています。

講師紹介講師紹介

soumu@town.minowa.nagano.jp

竹脇無我さんと塚原先生

　このフォーラムは、セーフコミュニティへの理解を深めるため、また、防災グッズや警察・消防車
両等の展示により町民のみなさんに防災への関心を高めていただくことを目的に開催されました。
　パネルディスカッションでは、交通安全・高齢者の安全・くらしの安全・子どもの安全の各対策委
員会の委員長と、モデル地区として活動する北小河内セーフコミュニティの代表者が、これまでの取
組みの内容や今後の展望について話し合いました。またトークショーでは、俳優の竹脇無我さんをお
招きし、「うつ病の闘病生活を乗り越えて」と題して、うつ病と闘った経緯などをご自身の体験に基
づいて話していただきました（8月21日に亡くなられた竹脇無我さんのご冥福をお祈りいたします）。

「うつ病は絶対に治る病気。時間は
かかるがとにかく休むことが大切」と話す竹脇さん（右）
と聞き手の信州大学医学博士塚原先生（左）

パネリスト 取り組み内容を説明する各対策委員会の委員長

東日本大震災の写真パネル
ロビーに設置された東日本大
震災の写真パネル展示に足を
とめる来場者

 パネルディスカッションで
取組み状況が理解できました。

各パネリストの皆さんがいかに真剣に
取り組んでいるのかが分かりました。

色々な思いをもって
今回初めて参加させていただきました。
本当にとても勉強になり、特に竹脇さんの
話は嬉しく聞かせていただきました。

 それぞれの委員会の
取組みが基本的に理解できました。
取組みに対する一日も早い効果を

期待したいです。

真剣に取り組んでいる
箕輪町に感心しました。

奇跡は、いかに起きたか！
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次回の箕輪町のすがたは
9月24日（土）掲載予定です。

今月は、7月23日に開催された
「箕輪町セーフコミュニティフォーラム2011」についてお知らせします。
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アナログ29ch・デジタル512ch携帯電話用ホームページ
ICT1チャンネル（放送日／毎週土～日曜日）

ICT箕輪専用チャンネル（放送日／毎週土～翌週金曜日）

総務課 総務広報係まで
（内線104）


